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協力会会長の古尾谷副知事あてに要請
県庁再生協力会が集めた協力金の残金を東北地震の被災者支援に！
約6千2百万円にのぼる協力金の残金は、会計管理システム等より被災者のために！
自治労県職労は3月17日、「神奈川県庁再生協力会」の古尾谷会長（副知事）あてに、下記のとおり、「協力金の残額について、被災者支援のための寄附に変更」するよう要請書を提出しました。

　「不適正」経理に係る職員による協力金は、1月時点で約1億7千9百億円に達し、既に約1億1千５百万円を県に納入しています。

　残額の約6千2百万円について協力会は、「会計管理システムの経費の一部に充てる…」として、県に寄附することとし、県では22年度2月補正予算及び23年度当初予算に盛り込んでいました。

自治労県職労は、今回の大震災による被災地住民の惨状を考えれば、本来県費で対応すべき会計管理システム等にあてるより、被災者支援のために寄附することは、協力金に賛同した職員にも理解をいただけると考え、協力会に要請しました。
被災者支援で廃止公舎の活用を提案
　自治労県職労は、被災者を支援するため「今年度末で廃止される職員公舎及び既に廃止した職員公舎について、希望する被災者を受け入れられるよう」申入れを行ないました。

災害発生時の服務について申入れ
　自治労県職労は、地震によって現在の通勤事情が現行の特別休暇や通勤手当規程の想定を越えた状態となってことから、現実に対応した規程・運用の見直しを行うよう次の申入れを行ないました。

　精神論ではなく、非常勤職員や育児・介護を担う職員も一丸となれる体制整備が求められています。

○通勤途絶が予想され、勤務時間内に帰宅を余儀なくされる場合は、特別休暇の対象とすること

現状は、路線が一度止まれば、再開の目途が立たない状況で、運休情報が入れば帰宅せざるを得ない実態です。現在の規定では年休対応せざるを得ず、このような状態が長期化すれば、特に、年休の少ない非常勤等職員やただでさえ育児・介護等で年休の足りない職員にとっては大きな問題です。

○通常の通勤経路を迂回して通勤した場合、発生する実費について弁償すること

単発の事故等による迂回通勤であればまだしも、この先長期化が予想される中で、特に、収入の少ない非常勤職員等や若手職員の負担は決して少なくありません。

【協力会への要請書】
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「不適正」経理に係る職員等による
協力金残額の扱いについて（要請）
貴職の日頃の尽力に敬意を表します。

去る3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震は、マグニチュード9.0という世界最大級の地震となり、その犠牲者は1万人を超えるといわれています。

わたしたちは、多くの亡くなられた方々に哀悼の意を表するとともに、現地で塗炭の苦しみに遭われている被災者に対し、できうる限りの支援を行っていく所存です。

さて、神奈川県庁再生協力会は、「不適正」経理に係る経費について、県職員、県立病院機構職員、県退職者に呼びかけ、約1億8千万円の協力金を集め、「収支差額（協力対象額を超える額）」の約6千2百万円については、「再発防止の強化を図るための会計管理システムの整備」等にあてるため、県に寄附すると聞いています。

一方、今回の震災は、過去に例のないほどの甚大な被害を生み出しており、被災者の救援、復興支援には膨大な資金が必要と思われます。

つきましては、既に県も予算に組み入れていることは承知していますが、厳寒の東北の被災地において、必要な食料や医薬品が不足する中で、将来の不安を抱えながら避難所で耐えている被災者に思いをはせ、収支差額を被災者支援のための寄附に変更していただくことを提案申し上げます。必ずや「協力金」賛同者のみなさんにもご理解、ご賛同いただけると確信し、困難を承知でお願いいたします。


東北地方太平洋沖地震に伴う服務について
（１）3月11日～13日の服務について

○３月11日22時に待機命令が解除された職員

・17時15分～22時までの4時間45分が時間外勤務となります。

○翌日の勤務が4時間に満たない場合（例：12日3時に待機が解除された職員）

・17時15分～3時までの9時間45分が時間外勤務となります。

○翌日の勤務時間が4時間以上7時間45分未満の場合（例：12日5時に待機が解除された職員）

・17時15分～1時までの7時間45分は時間外勤務。1時～5時までは半日勤務の割振り変更となります。

・この場合、1時～5時までの勤務については、夜間勤務手当及び夜間特殊業務手当の支給対象となります。

○翌日の勤務が7時間45分以上の場合（例：12日9時に待機が解除された職員）

・17時15分～0時15分までの7時間は時間外勤務。0時15分～9時までは振替となります。

・この場合、0時15分～9時までの勤務については、夜間勤務手当及び夜間特殊業務手当の支給対象となります。

○３月12日、3月13日に勤務した場合
・勤務時間が4時間未満の場合は、時間外勤務となります。
・4時間以上7時間45分未満の場合は、半日勤務時間の割振り変更＋時間外勤務となります。

・7時間45分以上の場合は、振替＋時間外勤務となります。

※半日勤務の割振り変更や振替は同一週内が原則ですが、困難な場合は8週間以内に振替できます。

※半日勤務の割振り変更や振替が困難な場合は、時間外勤務となります。
（２）「計画停電」時の通勤について
次のとおり、通常の通勤経路を迂回しなければ出勤できない場合は、時間単位または1日単位の特別休暇となります。

一部の所属で、「年休を出せ」、「何がなんでも出勤しろ」という対応があったようですが、誤りであり、そのような場合はすぐに組合に相談ください。

	＜特別休暇の扱い＞

・通常の通勤経路を迂回して出勤できる場合は、通常通り出勤することになります。但し、駅の混雑や交通渋滞などにより、危険を回避するために遅れる場合は、特別休暇の対象となります。

・迂回できる場合でも、著しく時間や費用がかかる場合は、時間単位または1日の特別休暇となります。

・特に、障害のある職員の場合は、通勤経路の安全が確保できない場合や職場の設備上の問題（エレベーターが動かない等）がある場合も、時間単位または1日の特別休暇の対象となります。


通勤災害の取扱いについて
１．通勤災害に該当する事例

・通常利用している鉄道等が、出退勤時間に運行していない場合、運行していたとしても、運行頻度が低く、実際に乗車できるまで相当程度の時間を要する場合、運行しないか情報が不確定な場合に代替手段として、他の交通機関等によって、妥当な経路で出退勤する途上の災害。
２．公務災害に該当する事例
・緊急用務のため出勤を命じられた場合の出退勤。

・22時～翌日7時30分までに勤務を開始する場合の出勤。

・22時～翌日5時に勤務が終了した場合の退勤。

・引き続いて24時間以上となった勤務時の退勤。

・週休日・休日に勤務を命じられた場合の出退勤。

　　様々ありますので具体的には相談ください。

東北地方太平洋沖地震の被災者に支援を！
自治労本部は、3月31日を第1次集約として、全国の組合員に呼びかけて1口千円のカンパを実施します。

自治労県職労としては、組合事務所に直接持参いただける本庁職場等で来週から実施します。

地域職場については、組合が集約する時間や振込手数料などの無駄を省くため、組合が集約せず下記の団体をはじめとしてみなさんが一番募金しやすい方法で最大限の支援をいただきますよう要請します。
☆ＮＨＫ、中央共同募金会、日本赤十字社
１．窓口受付
全国のNHK放送局の窓口、中央および各都道府県共同募金会、日本赤十字社本社および各都道府県支部
２．郵便振替（手数料は無料です）
①口座名義：中央共同募金会　東北関東大震災義援金
口座番号：00170-6-518

②口座名義：日本赤十字社　東北関東大震災義援金
口座番号：00140-8-507
☆日本テレビ

　インターネット募金を実施しています。
☆ＴＢＳテレビ

・口座番号：三井住友銀行赤坂支店（普）8830171

・口座名義：JNN・JRN共同災害募金事務局

・手数料:窓口、ATMで平日8:45～18:00は無料

☆フジネットワーク

・口座名義：フジネットワーク募金

・振込口座：みずほ銀行東京中央支店（普）2255522

・期　　間：4月30日まで

※みずほ銀行窓口と支店ATMからの振込手数料は無料。

☆テレビ朝日

・口座名義：ドラえもん募金

・振込口座：三井住友銀行東京営業部（普）8333415

・期　　間：4月30日まで

※三井住友銀行窓口と本・支店ATMからは無料。

☆インターネット

Yahoo！、楽天、@nifty、goo等はネット募金を受付中
☆コンビニエンスストア

セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、ミニストップ、デイリーヤマザキ等の店頭でも、受け付けています。









